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 認可地縁団体 高尾台町会 平成２８年度 定例総会議事録  

 

日 時 : 平成２８年３月２０日 (日) １３：００～１４：４０ 

場 所 : 高尾台町会会館 1階ホール 

町 会 員 数 ： １，７７５名 

定 足 数 ： 過半数８８８名 

出 席 者 ： ７３名 

委任状出席者 ： １，３１４名  

有効表決権数 ： １，３８７名 

 

議事の経過およびその内容 

 

１. 開 会 

委任状出席を含み町会員の過半数以上の出席者があり、会則第１５条に基づき総会が正式

に成立したとの報告のあと、司会総務・小坂 良晴が開会を宣言した。 

 

２. 町会長挨拶 

町会長・兼盛俊男が、挨拶を行った。 

 

３. 議長及び議事録署名人の選出 

司会総務・小坂良晴から、議長および議事録署名人の選出について諮ったところ、出席者よ

り役員一任の声があり、議長には３丁目・永山順一氏、並びに議事録署名人には２丁目・山原

伸二氏および３丁目・清水義博氏が推薦され承認された。 

 

４. 議案審議 

１）平成２７年度各部会事業報告 

総務部、体育部、婦人部、除雪委員、防犯委員、公民館委員、美化委員、子ども会連合会、

高樹会、納税協力会から平成２７年度活動報告がなされた。 

 

平成２７年度各部会事業報告は、拍手をもって承認された。 

 

２)平成２８年度事業計画報告 

総務・小坂良晴から、総会資料に基づき平成２８年度事業計画（案）の報告がなされた。 

（質疑応答） 

議長指摘） ８月の市民防災訓練は、内容を検討されていますか？ 今年は、記載内容と違い

伏見台小学校・高尾台中学校での開催ではないことから事業計画から削除願います。 

防災に関しては、１１月の防災訓練と１月の会館消防訓練を計画通り行って下さい。 



 2 

平成２８年度事業計画は、８月の市民防災訓練を削除・訂正し拍手をもって承認可決された。 

 

３）平成２７年度決算報告 及び ４）平成２７年度監査報告 

総会計・鶴尾泰之から平成２７年度決算が総会資料に基づき説明・報告された後、監査・ 

石橋芳郎から平成２７年度の会計について関係書類を照合し監査を行った結果、適正に処理

されていた、との報告がされた。 

 

平成２７年度決算報告は、拍手をもって承認可決された。 

 

【総会計・鶴尾康之 説明要旨】 

・一般会計 支出の部、予算超過区分について説明 

  ＜町会会館維持費＞ 

会館建設から１０年を超え、修繕が必要か、否かを調査するため調査費が約５万円、椅子の

張り替え、会館横倉庫の改修費、電気代の増加などで、７４，０２５円が予算超過となった。 

  ＜体育関係費＞ 

市民体育大会で参加者の増加により経費が増加したため、１０，９１１円が予算増加となった。 

  ＜防犯関係費＞ 

街灯修繕費が例年より増加した。昨年実績を２０万円減額して１，０００，０００円としたが、例年

並みの支出となり、１８５，７２５円の予算超過となった。 

  ＜新年会関係費＞ 

参加人数が当初見込みより大幅増により ７８，５４１円が予算超過となった。 

 

以上の４つの費目で予算超過が発生し合計金額は３４９，２０２円となった。予算作成時に予

見しがたい予算不足に充てるための「予備費」３００，０００円を充当後、なお４９，２０２円が予算

超過となったが、他費目における適正執行による予算残金発生もあり、総体的に予算額１０，２９

０，０００円に対して決算額９，７２４，１０７円となった。 

 

・一般会計 支出の部 除雪費について 

決算額１１３，０９４円は除雪機の燃料費及び年次点検費用である。残金８６，９０６円は、「除

雪積立金特別会計」へ計上されたことが報告された。 

 

・平成２７年度慶弔費の支出先追加説明。 

慶弔費に関しては、町会則で「その他の慶弔費は、役員会の決議により支払することができる」

と規定されているが、今年度の役員会で本件決議がないことから、議長の求めによりその明細

を明らかにし総会の承認を得ることとなった。 
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慶弔費 摘 要 収入金額 支払金額 差引残高 

予  算 200,000 円  200,000 円 

香典 8 件及び香典袋  80,132 円 119,868 円 

高尾禅ヶ峯神社 春季神撰料  10,000 円 109,868 円 

高尾よろまい会 盆踊り花代  50,000 円 59,868 円 

高尾禅ヶ峯神社 秋季神撰料  10,000 円 49,868 円 

高尾禅ヶ峯神社 新年お神酒代  4,500 円 45,368 円 

支出合計  154,632 円  

 

その他の慶弔費は、拍手をもって承認可決された。 

 

・平成２７年度購入資産説明 

『資産台帳』に示した通り、「保存飲料水」「町会会館併設倉庫（増築）」「玄関用時計・靴ベラ」

が購入されたことが報告された。 

 

 

５） 平成２８年度予算（案）の件 

総務担当・北川浩之より平成２８年度予算（案）の説明があった。 

 

【総務担当・北川浩之 説明要旨】 

・一般会計 支出の部、予算増額分について説明 

＜総務関係費＞ 

役員会で承認された「高尾台町会・青年部」結成準備費用１０万円を計上したことで昨年度 

より増額した。 

＜会館維持費＞ 

平成２７年度事業「町会会館併設神輿用倉庫増設」の３００，０００円減額し、役員会で承認さ

れた会館修繕費用２，０００，０００円を増額したため２，７００，０００円を計上した。 

＜婦人部関係費＞ 役員会で承認された浴衣の新調２０着５００，０００円を盛り込み、クリーニン

グ代及び通常費用を増額し６５０，０００円を計上した。 

＜防災資機材購入費＞ 役員会で承認されたこの秋に更新時期を迎えるＡＥＤの更新費用３０

０，０００円を増額し、合計４００，０００円を計上した。 

＜防災訓練開催費＞ 役員会で承認された「高尾台生きた自主防災会」結成準備会議費予算

５０，０００円を増額して２００，０００円を計上した。 

 

（質疑応答） 

問）収入の部、町会費が前年に比べて３２７，０００円の減額となっているが、減額理由は何か？ 
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答）【回答者・総会計 鶴尾康之】 

平成２７年度実績額は、平成２６年度分の町会費約１０数万円が平成２７年度にずれ込ん

で入金となっていること、平成２６年度支払がなかった新設ではないアパートの町会費が管理

不動産会社より入金されたことにより大幅に増額となったが、今年度はそのすべての入金は

見込めず、世帯増加による１００，０００円増加で予算編成を行った結果減額となった。 

【議長意見】 

年度をまたいで入金された町会費は一時的な入金なのか、増額した当該アパート関係町

会費は継続されないものか注視して頂きたい。昨今の経済環境や現在町会内で建設されて

いる住宅の着工状況、高尾台町会の人口増加傾向を勘案するともう少し強気の予算を組ん

でもよいのではないか。 

 

問）特別会計等積立金の預け先を発表しなくてよいか？ 

答）【回答者・議長 永山順一】 

決算報告・予算編成は、町会長及び総会計により厳正に行われており、会計監査の際は

監査により金融機関の残高証明等を確認している旨の報告が定例総会でされているので固

有金融機関の公表が絶対必要とは言えないと思われるが、非公表とする理由がないことから、

北國銀行高尾支店の普通預金に預けてあることをお伝えします。 

 

問）町会会館維持費が倍増しているのはなぜか？ 

答）【回答者・総務 北川浩之】 

平成２７年度第１回役員会で、町会会館が築１１年以上を経過していることから経年劣化に

よる保守点検を行う決議があり点検を実施した。その結果、早急に修理の必要がある個所と

して外壁の飾り付け張りが剥がれて来ていることが報告された。報告内容に沿って工事内容

を検討したところ、修理を要する箇所の修理は費用負担の大きい「足場」を組む必要があるこ

とから、経年劣化により防水性は落ちているが緊急性はない外壁塗装等工事を同時に行うこ

とで見積書を提出して頂き平成２７年度第２回役員会で討議した。第２回役員会では、同見

積書による補修工事の実行とその修理費用を会館修繕工事費積立金特別会計より２，０００，

０００円を一般会計・町会会館維持費に振替して調達することの承認を得ていることから予算

計上したものです。 

  

問）第２回役員会では、外壁は「窯業系サイディングにアクリルリシン吹付け仕上げ」 となっている

が、修理計画は水性アクリルシリコン樹脂塗料による塗替えとなっている。 工事内容に関して

本当に保守に適しているか定期総会で説明することとなっていたがどうなったか？ 

答）【回答者・総務 北川浩之】 

      「窯業系サイディングにアクリルリシン吹付け仕上げ」 による修繕は、費用が見積額以上に

かかる上、補修の目的となる防水性補完も「水性アクリルシリコン樹脂塗料」による塗替えに劣

るとの説明を業者より受けており、役員会に提出した補修工事の内容で行います。 
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問）町会会館維持費が２００万円増額するとの説明であるが、予算案と３０万円の差額があるの 

はなぜか？ 

答）【回答者・総会計 鶴尾康之】 

平成２７年度予算では、年度事業である町会会館椅子の張り替え及び町会会館併設倉庫

改修費の３０万円が計上せされていた。今年度は、その分がなく減額となる。 

 

問）防犯関係費について予算１，２００，０００円となっているのは、平成２６年度未執行事業の繰り

越し分が計上されているのではないか？ 

答）【回答者・副会長 天野正英】 

昨年、町会内で交通死亡事故が発生した。これを受けて注意を喚起する意味で交差点付

近に立看板を立てること計画している。この費用として６，０００円×３０本、２００,００円を増額

し１，２００，０００円を計上した。 

 

【議長指示】 

・以下の３件に関しては、個別に定例総会での承認をお願いします。 

① 平成２８年度特別会計除雪積立金の積立金額。 

② 平成２８年度町会会館修繕工事費積立金の積立金額 及び 町会会館修繕のため２，０００，

０００円の一般会計への振替支出。 

③ 役員会で承認を得ていない防災関係費・交通安全看板設置事業。 

 

以上３件は、賛成多数で提案通り承認された。 

 

６) 平成２８年度町会役員（案）の件 

議長・永山順一より、役員名簿（案）に基づき報告された。 

 

平成２７年度町会役員は、拍手をもって承認可決された。 

 

7) その他 

・班内のコミュニケーションをとるために空地などに定期的に集まり会合を持つ機会を作って頂き

たい。「町会員相互の連絡」は町会則の目的でもあり役員会で検討するようにお願いします。 

 

・新任役員を代表して、町会長・川合雅文が挨拶を行った。 

 

議長・永山順一より、平成２８年度定例総会次第に基づく議案審議のすべてが終了したことが 

報告され審議が終了した。 
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5. 閉 会 

司会総務・小坂良晴が閉会を宣言した。 

 

以上の決議を確認する為この議事録をつくり、これに記名押印する。 

 

平成２８年３月２０日 

認可地縁団体 高尾台町会  平成２８年度定例総会 


